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平成２９年度小山広域保健衛生組合 

一般会計歳入歳出決算及び基金運用状況審査意見書 

 

 
１．審査の対象 
（１）一般会計歳入歳出決算 
（２）上記決算に関する証書類、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関す

る調書及び財産に関する調書 
（３）基金の運用状況に関する調書 
 
 
２．審査の期日 
  平成３０年８月２８日 

 
 
３．審査の方法 

    管理者から審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類、基金の運用状況

を示す書類について、関係諸帳簿及び証拠書類と照合点検を行い、必要に応

じ関係職員の説明を聴取し、計数の正否性、予算の執行状況及び運用状況の

適否等について審査した。 
 
 
４．審査の結果 
（１）管理者から審査に付された平成２９年度一般会計歳入歳出決算書、平成

２９年度一般会計歳入歳出決算事項別明細書及び実質収支に関する調書

の計数は、いずれも正確であると認められた。 
（２）財産に関する調書については、公有財産、物品、債権及び基金について

財産台帳等を審査した結果、計数はいずれも正確であると認められた。 
（３）基金の運用状況に関する調書については、年度末現在高及び運用状況の

計数はいずれも正確であると認められた。 
（４）予算の執行状況及び事務処理は、概ね適正かつ効果的に執行されたもの

と認められた。 
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５．平成２９年度小山広域保健衛生組合一般会計歳入歳出決算の概要 

     

歳 入 総 額   4,352,640,856 円 

歳 出 総 額 3,813,049,012 円 

歳入歳出差引残額 539,591,844 円 

翌年度へ繰り越すべき財源 105,529,000 円 

実 質 収 支 額 434,062,844 円 

 

 

６．総括的意見 
本年度の小山広域保健衛生組合一般会計における決算の状況は、別紙一般

会計決算資料のとおりである。 
歳出不用額について、不用額が発生した理由については適正であると思わ

れるが、補正予算計上により、適切な調整を図るべきである。 
全体の執行率は、６７.２％であり、概ね適正かつ効果的に執行されており、

計画的で効率的な管理運営と経費節減の努力による成果が認められる。 
今後も適正な予算管理及び業務執行を心がけ、組織の中で相互にチェック、

けん制し合い、効率的かつ効果的な管理運営に徹することを要望する。 


